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「私は医者でも学者でもありませんが，ただ世界平和をひ
たすら願う日本の女性としてこんどの放射能国際学術懇
談会に関心をもち，その成功を祈っているものです．そ
してソビエトから，あなたが，ただひとりの婦人医学者
として会議に出席していられますことを，ほんとうにう
れしく思い，あなたに大きな期待をよせております」（平
塚らいてう「アンナ・コズローワさんへ」，『全集』第 7卷，
300ページ．）
Abstract
The “Bikini Incident,” a large scale radiation exposure event caused by a US H-bomb test 
conducted in the Pacific Ocean, March 1954, shocked the world and, eventually, brought a 
serious debate on the risk assessment of effects of radiation on living bodies to the international 
arena, like the United Nations Scientifi c Committee on the Effects of Atomic Radiation in the 
second half of 1950s. As one of the reaction to the “Bikini Incident,” a scientifi c conference, 
“International Scientifi c Round-Table on the Radiation Effects” was held in Japan in 1955 on the 
basis of support from medical doctors and citizens who came to have a skepticism against US 
way of estimation of the damages in the “Bikini Incident” that dominated the discussions in the 
Japan-US Conference on the Effects and Use of Radiation in November 1954. The promoters of 
that Round-Table eventually invited totally nine oversea guests from nine countries, including 
People’s Republic of China and the Soviet Union that had not established diplomatic relations 
with Japan yet. The guests received the data on the radiation exposure in Hiroshima, Nagasaki 
and Bikini from Masao Tsuzuki, President of the Executive Committee of that Round-Table. 
A medical doctor, Anna Vasil’evna Kozlova from the Soviet Union was one of those guests. 
She brought back those data to the Soviet Union. In addition to the biographical information of 
Dr. Kozlova, this paper tries to trace the subsequent course of that data in the Soviet Union in 
those days when, even in a disguised way, a critical and somber view and an optimistic view 
on radiation effects on living bodies began to diverge sharply from each other among Soviet 
scientists and medical scientists in those days.
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はじめに
旧ソ連における“放射線の生体への影響”研究
は，自国の核兵器開発拠点における放射線被曝事
故の頻発や1957年9月の放射性廃棄物タンクの爆
発事故，いわゆる“ウラルの核惨事”を背景に，
1950年代，とくにその後半，長足の進歩を見せ
る．原子力“平和利用”のはじまりを受けて開催
された「原子力の平和利用セッション」（1955年
7月1~5日）では“放射線の生体への影響”は重
要な研究領域とされており，すでにいくつか顕著
な研究成果も生まれていた．このごく初期から独
自の研究の発展，ないし，英米流の放射線影響評
価への批判的検討がみられる．すなわち，内部被
曝への早期からの関心，不透過放射線による外傷，
神経活動への放射線の影響などがすでに論じられ
ていた．1956年1月30日~2月4日，保健省主催
「（第1回）全連邦医療放射線学会議 (Всесоюзная 
конференция медицинской радиологии)」が開催
され，急性・慢性の放射線症治療の経験が交流
された．1957年4月4~12日には，「放射性・非放
射性同位体と放射線の国民経済と科学 における
応用に関する全連邦科学・技術会議 (Всесоюзная 
научно-техническая конференция по применению 
радиоактивных и стабильных изотопов и излу-
чений в народном хозяйстве и науке)」が開催され
ている．ここでは，核実験による地球規模におよ
ぶ放射性降下物の影響（グローバル・フォール
アウト問題）として，核爆発生成物によるレニン
グラード近郊の生物圏汚染が論じられ，放射性ス
トロンチウムの植物への吸収と土壌汚染，猿の精
子形成にたいする放射線の作用の細胞遺伝学的帰
結が発表された1．
1950年代後半，大気圏内核爆発実験が相次ぐ
なか，放射性降下物とその生体への影響は国際政
治上のひとつの焦点となっていった．1958年夏
を画期に，ソ連の科学者たちは，おもに国連原
子放射線影響科学委員会 (United Nations Scientifi c 
Committee on the Effects of Atomic Radiation : 
UNSCEAR) を舞台に，エドワード・テラーらの
核実験擁護論，放射性降下物にたいする米英流の
楽観的な評価を激しく批判し，内部被曝の重視，
安易に“平均値”を求める方法への懐疑，食餌の
差異による放射線影響の違い，放射性炭素の発生
とその影響，放射性降下物の長期にわたる降下と
濃縮などの諸問題について今日的にも注目に値す
る論点を提示し，それら諸論点は1959年の『核
兵器実験の危険性に関するソヴィエト科学者の意
見』に結晶してゆく．しかし，後述する，日本か
ら渡ったはずのヒロシマ・ナガサキ・ビキニのデー
タが活用された痕跡はそこにはない2．
また，この時期，こうした放射線影響を厳し
く評価する流れとは別に，一種の楽観論も登場
し，やがて強力な流れを形成してゆく．当時人
気を誇ったジャーナリストでポピュラー・サイ
エンス・ライターのキリル・グラドコフ (Кирилл 
Александрович Гладков : 1903-1973) 3，科学アカ
デミー・生物物理学研究所長となるグレブ・フラ
ンク (Глеб Михайлович Франк : 1904-1976) 4がそ
うした流れを代表していると思われる．ソ連の科
学界におけるこのような意見の分岐は，一方で“平
和攻勢”を強め，世界の平和愛好者の支持をえて
「政治的に」英米に対抗しようとしつつ，他方で
英米に「軍事的に」対抗すべく，核兵器の開発・
増強に死に物狂いで取り組んでいたソヴィエト国
家の放射線問題やそもそもの原子力開発にたいす
るアンビヴァレントな態度が反映していると見る
ことができる．
さらに，この時期，ミハイル・ポベヂンスキー 
(Михаил Николаевич Побединский : 1900-1970) の
『放射線病 (Лучевая болезнь)』（1957年） 5など，ソ
連では放射線病に関する公衆向き出版が相次い
でいる．現実味を帯びた脅威であった核戦争に備
え，原爆による放射線障害と防護法などを医療関
係者，公衆向きに解説したものであるが，ヒロシ
マ，ナガサキの被爆者の写真とデータを満載して
いる．
行論中に示されるように，日本と国交回復する
以前に訪日し，日本から大量のヒロシマ，ナガ
サキ，ビキニの被ばくデータをソ連に持ち帰った
のは，放射線科の有名な医学者，アンナ・ヴァ
シリエヴナ・コズローヴァ (Анна Васильевна 
Козлова：1906-1980) であった．本稿では，あま
り知られていないコズローヴァそのひとの伝記，
写真: アンナ・コズローヴァ (60歳のころか?)
出所: “Анна Васильевна Козлова (К 60-летию со дня 
рождения.” «Медицинская радиология». Том XII, 
№3, С. 90-91.
3アンナ・ヴァシリエヴナ・コズローヴァ（1906－1980年）
コズローヴァ自身の放射線影響問題に関する立
場，コズローヴァが持参したデータにたいするコ
ズローヴァ自身の態度など，上記の全体状況を背
景とするヒロシマ，ナガサキ，ビキニの被ばく（被
爆と被曝の双方に関わる）データのソ連におけ
る“行方”を探ることにしたい．
Ⅰ．アンナ・ヴァシリエヴナ・コズローヴァ
（１）放射線療法開発の権威
アンナ・コズローヴァは1906年9月8日，サン
クト=ペテルブルグに事務員の子どもとして生れ
た．1927年のボロネジ大学医学部卒業後，数年間
臨床医として各地で勤務したあと，タシュケント
のガン研究所の放射線=レントゲン治療科の主任
医師，のち医長となり，そこで博士候補論文「口
唇部のガンとその治療」を執筆した．1945年には
モスクワのロシア社会主義連邦ソヴィエト共和国
保健省レントゲン学研究所の放射線科に勤務し，
3年後には主任となった．1952年，博士号を取得
し，直後に「教授」の国家称号をえた．放射線
療法に使用する放射線源をラジウムからラジウム
=メソトリウムや放射性コバルトに切り替える研
究，そして何より一貫して重い悪性腫瘍の放射線
治療法の開発に従事した．教育活動では，1954年
から中央医師研修学院（医師の再教育・研修施
設）の放射線病教室の主任，勤務していたレント
ゲン学研究所に附設されていた夜間大学部の放射
線療法学部の学部長を努め，60歳になる頃までに
約6,000名を教えた6．共産党員で，社会活動では
ソヴィエト平和擁護委員会のメンバーであった7． 
たいへん多作で，生涯約200本の学術論文，10冊
の単著をものしたとされる8．ロシア国立図書館
に1939年から1979年までのもの，単著・共編著計
16冊が登録されているが，うち8冊が1955年1年に
集中している9．
（２）放射線病とのかかわり
上述のように，コズローヴァは，まず何よりも，
放射線療法の研究者・医師・教育者であって，放
射線病そのものとの関わりは，中央医師研修学院
での教育活動，多数の著作のなかのわずか3冊に
過ぎない10．そのひとつとして，出版月は不明な
がら，1955年に，当時「全連邦政治=科学知識普
及協会 (Всесозное общество по распространению 
политических и научных знаний)」が毎年多数公
刊していた「パンフレット講義録」シリーズの一
環として，『放射線病 (Лучевая болезнь)』と題す
る講義録11を出版している．全巻24ページの小冊
子で「人間の身体器官への電離放射線の影響」と
の副題を持ち，発行部数78,600部で予約購読者に
頒布されることになっていた．出典・参考文献の
明示は一切ないが，該書に挿入された，いずれも
放射線病に罹患した患者の手を写した4枚の写真
のキャプションには，それぞれ「放射性物質の試
料を準備する技師の手にできた嚢腫（18ページ）」，
「レントゲン線照射後にできた左手薬指の皮膚の
潰瘍（19ページ）」，「原子炉の事故による重度の
放射性やけど（20ページ）」，「水疱を切除して数
日後のその手（同）」とあるだけで，どこの国の
誰のものとも説明はないものの，その被曝理由の
説明から見て，けっしてヒロシマ，ナガサキ，ビ
キニの被災者のものではなく，おそらく当時のソ
連国内の核兵器製造施設内での被曝事故のもので
あろうし，全体の記述も国内の被曝事例を対象に
していると思われる．「放射線影響国際学術懇談
会」でコズローヴァがヒロシマ，ナガサキ，ビキ
ニの被ばくデータを受け取るのは1955年6月のこ
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とであるが，該書執筆の段階では少なくとも書か
れたデータは活かされていない（「放射線影響国
際学術懇談会」でコズローヴァが耳にしたであ
ろう諸発表はともかく）．該書は，「電離放射線
の計測単位と放射性物質の活性」，「電離放射線の
生物学的作用」，「放射線病の慢性的形態」，「手の
皮膚の慢性放射線やけど」，「電離放射線の悪性作
用からの防護策」の5章から成っている．
1954年7月，オブニンスク原子力発電所の操業
開始直後に開催された科学アカデミー総会で総
裁アレクサンドル・ネスメヤーノフ（Александр 
Николаевич Несмеянов : 1899-1980．1951-1961年，
科学アカデミー総裁）は，「原子力工業は科学と
技術の手に，その放射線が治療と診断のための医
学に，衛生に，食品工業に，探傷法に，自動化装
置に，鉱山探査に，その他のさまざまな方面に活
用される放射性物質を提供してくれる」12と，放
射性同位体の有効利用についてきわめて楽観的
な展望を述べたが，該書でも金属工業におけるＸ
線探傷法，地理探査における水脈・石油鉱脈探査
への応用，農業・牧畜業における家畜や作物の栄
養成分接種過程を探る放射線トレース法，その生
化学や生理学への応用，そして何よりも医学・医
療における放射線療法などを称揚しつつ，「放射
性物質の工業，生物学，医学，農業，さらに多様
な方向性をもつ科学研究のさまざまな分野にお
ける応用はきわめて有益であることが認められ
た（3ページ）」としている．肝心の放射線安全
基準については，同書では「全身にたいする1回
切りの放射線照射では，生体器官中に一時的な性
格の，目立った変化が現われるのには15~20レン
トゲンの線量が必要である（9~10ページ）．線量
100レントゲンで軽度の急性放射線病が生れ，400
レントゲンで放射線病となり，50％が死にいた
る．600~700レントゲンは絶対致死量と見なされ
ている（10ページ）」としている．当時のソ連で
は，1950年にロンドンで開催された国際放射線医
学会議 (International Congress of Radiology：ICR) 
の基準（正確にはこの会議のもとに，この年，
設けられた国際放射線防護委員会 ―International 
Commission on Radiological Protection：ICRP― の
勧告基準）を放射線防護基準として基本的にそ
のまま踏襲していた13．ここでの線量ごとの放射
線の影響の違いに関する認識は，後述する，アメ
リカで1950年に刊行された報告書，The Effects of 
Atomic Weapons などから引き移された認識である
と思われる14．こうして，欧米流の影響評価を受
け入れつつ，「放射性物質や電離放射線を扱う仕
事は危険である．しかしながら，正しい労働組織
があり，充分な放射線防護を保障する規則一切を
遵守すれば，この危険性ははなはだ軽微なものと
なる．最良の防護は，こうしたことに加えて，電
離放射線の近くで働く人々が，実在する危険とそ
の予防のための可能な手段を明確に理解している
ときに達成される（24ページ）」と結論づけている．
また，この年，日本での「放射線影響国際学術
懇談会」の直後，コズローヴァはジュネーヴでの
国連・第1回「原子力平和利用会議」に派遣され，
「いくつかの放射性同位体の治療への応用の経験」
と題するレポートを発表している15．がん治療な
どへの放射性コバルト，燐，ヨウ素，金の応用実
験とその成果を報告したもので，ここでは彼女は
本来の研究領域に立ち戻っている．
Ⅱ．「放射線影響国際学術懇談会」
1954年3月の，太平洋上ビキニ環礁付近でのア
メリカの水爆実験によって日本の漁船，「第5福龍
丸」が被曝し，乗組員全員が重い放射線障害に見
舞われ，船員1名が亡くなった．この，いわゆる
ビキニ事件のあと，アメリカ政府は原子力委員会
周辺の科学者を日本に派遣，数名の日本人科学者
と非公開のかたちで「放射性物質の影響と利用に
関する日米会議（日米放射能会議）」を開催した
（11月15~18日） 16．加害国の政府につながる科学
者が少数の“選ばれた”日本人科学者とともに密
室のなかで放射能被害の大きさや検査基準を決め
ることに，疑問や反感を抱いた日本人は少なくな
かったであろう．
他方，1954年7月，当時ウィーンを本拠に活
動していた左派系の団体，「現状と健康の研究
のための国際医師会議（International Medical 
Association for the Study of Present Conditions and 
Health：略称AMIEV）」から，日本の医師たちに
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たいして「日本に原水爆被害調査医師団を派遣し
たい」との申し入れがあった．この申し入れを歓
迎した「原水爆禁止を要望する医師の会」は視察
団招請の署名運動と招聘のための寄金集めを展開
した．また，AMIEVからの同じ申し入れに応え
て，「世界放射能医学会」もAMIEVが日本に派遣
する医学者を集めて，現地で「世界放射能会議」
を開催すべく，各国の放射能学会に「準備会」を
組織することを呼びかけた．この呼びかけに応え，
たまたま京都で開催されていた日本医学会第14回
総会の機会に集まった有志によって日本準備会＝
「世界放射能会議（仮称）実行委員会」が結成さ
れた．会長には放射線医学の権威となっていた都
築正男（東京大学）が，幹事長には隈部英雄（結
核予防会）が，そして「原水爆禁止を要望する医
師の会」の中心人物で，民医連（全日本民主医療
機関連合会）運動にも深く関与していた滋賀秀俊
（公衆衛生院）が事務局長に就任し，当時国交の
なかったソ連や中華人民共和国からの代表の入国
査証問題などでたいへんな苦労をしながらも，国
民各層からの幅広い支持をえて，1955年5月30日
から6月11日まで，「世界放射能会議」から名称を
変更し，「放射線影響国際学術懇談会」と名乗る
ことになった大規模な国際会議の開催にこぎ着け
る17．
「放射線影響国際学術懇談会」の開会あいさつ
に立った都築正男は各国からの参加者に「何より
のおもてなし」として，ヒロシマ，ナガサキ，ビ
キニの被ばくデータを渡した．そして，「原爆症，
放射能症，ビキニ灰の報告はもとより，環境放射
能にいたるまでの報告がおこなわれ，これに対し
て，外国の科学者たちの熱心な討論があった」．18
コズローヴァはAMIEVから派遣されるかたち
で，この会議に出席するために来日したのである．
Ⅲ．ヒロシマ，ナガサキ，ビキニの
　　データのその後
「放射線影響国際学術懇談会」から2年後，1957
年，コズローヴァはそこで受け取った資料をロシ
ア語に翻訳し，『ヒロシマ・ナガサキにおける原
爆，ビキニにおける水爆の爆発の諸帰結』19 とし
て出版した．この報告は「原子爆弾爆発によって
引き起こされた損傷」，「放射線病」，「急性放射線
病患者のその後の変化」，「ビキニ環礁における水
素爆弾爆発の諸結果（放射線傷害の治療，分裂
生成物の物質代謝）」，「ビキニにおける水素爆弾
爆発後の日本における環境中の放射能」の6章か
らなる．その前半，ヒロシマ，ナガサキに関する
部分は，1945年8月の原爆投下の直後から被爆地
で調査に携わり，9月14日に文部省学術研究会議
[のち，日本学術会議に引き継がれる]原子爆弾災
害調査研究特別委員会（委員長－林春雄・東京
大学名誉教授）としてオーソライズされた日本人
科学者・医学者による調査結果である20．後半2章，
ビキニに関連した部分の出所は明示されていない
が，最終章はその内容から調査船「俊鶻丸」の調
査結果であることがわかる21．巻末（162~166ペー
ジ）には日本人による英語文献79点，英文報告書
5点が5ページにわたり列挙されている．
先述のポベヂンスキーはもともと婦人科が専門
であったらしいが，当時ソヴィエト医学界の重鎮
のひとりで，さっそくこのデータを駆使して一般
向けの概説書を出版している．表紙に被爆者の血
液の顕微鏡写真，原爆キノコ雲，着物のカスリ状
模様が背中の皮膚に焼き付いた婦人被爆者の写真
を使った『放射線病 ―原子爆弾の爆発による生
体器官障害の諸結果― 』と題するこの本22は全60
ページ，図や写真も豊富な小冊子で，発行部数10
万部である．序文ではまず，「原子爆弾の爆発で
与えられる傷害は，（それに相応する場合）重症，
軽症の放射線病の急性の形態を伴っている」と指
摘し，核戦争における市民防衛を想定して「原爆
爆発における複合的な障害とその治療」と題する
章（47~53ページ）を原爆爆発直後の緊急治療法
の詳述に充てているが，他方で，オブニンスク原
発操業開始を契機とする原子力“平和利用”時代
の到来を前提として，「透過放射線源のもとで働
く人々，レントゲン=ラジウム線療法の治療を受
けている患者には，予防措置を充分守らなかった
場合（3ページ），通常は慢性的な形態の放射線病
が発症する．平和的な諸条件のもとでの急性放射
線病が発症する場合は希であるが，不幸な場合，
著しい不注意の場合は現われる（4ページ）」とし
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て，放射性物質が大量に“平和利用”される時代
の到来をも前提したものとなっている．
では，コズローヴァ自身は都築からの「何より
のおもてなし」をどのように見ていたであろうか．
放射線を活用した医療を本来の専門とする彼女に
とって，放射線被曝の生々しい惨状が並ぶデータ
は，少なくとも科学的関心の中心に位置するもの
ではなかった．彼女は，前掲の『ヒロシマ・ナガ
サキにおける原爆，ビキニにおける水爆の爆発の
諸帰結』のロシア語版序文に，「放射線病治療と
原水爆爆発の結果に関する価値ある情報にもかか
わらず，諸報告中には医師が関心を寄せる多くの
問題は少ししか解明されていない」23と書いた．
放射線医療に取り組む医師の立場からこのデータ
の価値を積極的には評価できなかったのである．
翌年出版した，エフゲニー・ヴォロビョフ 
(Евгений Иванович Воробьёв : 1918-2007) との共
著『原爆爆発による損傷の診断と治療』24では，
まず序文で「本書の目的は原爆爆発の有害な作
用，損傷の診療のシェーマ，被爆者治療の基本的
な方法，および，爆発に際して生まれる衝撃波，
光線，電離放射線からの防護の諸原則といった基
本的な諸問題にたいする一般向けの記述である
（3ページ）」と著作の目的を記したあと，「原子兵
器は，その他の兵器と同様，絶対的なものではな
い．防護策の正しい実行と被爆者への時宜を得た
救助は原爆爆発による損傷の効果をかなりの程度
減じるであろう（3ページ）」と，当時現実味を帯
びた危機であった核戦争に伴う放射線被曝への市
民の冷静な対応を呼びかけている．巻末には2ペー
ジにわたり参照した文献が挙げられているが，そ
こにコズローヴァが都築から受け取った資料の名
はない．ヒロシマ，ナガサキの衝撃波，光線，放
射線の強度，爆心からの距離に応じた被害の違い
や残留放射能のデータを扱いながら，また，文
献一覧にはKusano, H（ママ．草野信男とすれば，
Kusano. N.のはずであるが，）の Injurie of Atomic 
Bomb (1953) も挙げながらも，著者が比較的多く
参照したのは，英語から翻訳され外国文献出版所
から1954年に出版された『原子兵器の作用』で
あった．英語の原書は，先に引用したThe Effects 
of Atomic Weaponsで，編者はAshley W. Oughterson,
とShields Warrenのふたりとされている25．ふたり
とも米軍軍医大佐として，戦後日本占領のごく初
期からヒロシマ，ナガサキの被爆者・残留放射能
等の調査を行っていたことで知られている26．
さらに，彼女がその報告論集の編集に当たった
1957年の「放射性・非放射性同位体，および放射
線の国民経済と科学における利用に関する全連邦
科学技術会議」は，本稿冒頭に記したような重要
でオリジナルな研究成果が報告されるなど注目す
べき会議であったが，コズローヴァ自身は「近年
外国では，同位体利用のありうべき重苦しい帰結
の問題に大きな関心が寄せられている．放射線の
発がん性作用を指摘する声はますます大きくなっ
ている．このきわめて重要な問題をわれわれは調
査しなければならない（3ページ）」とはしつつ
も，「放射性物質のヒトにたいする発がん作用が
現れるには10年から20年以上の時間が必要であ
るが，放射性同位体の応用は10年間の経験しか
なく，現時点でその可能性を否定する，あるいは，
確認する証拠をしめすことはできない（3ページ）」
と述べ，さらに，「その危険性の視点からこの研
究方法【診断への放射性同位体利用…市川】を評
価すれば，わが国では，外国の研究とは違って，
心配のもとになるものは何もない」とも述べて，
以降は悪性腫瘍治療における放射線照射の有効性
を実証することに終始している 27．
結び
1973年，コズローヴァは，ラジウム発見75
周年を祝う小文を『レントゲン学・放射線学紀
要 (Вестник рентгенологии и радиологии)』誌上
に発表した 28．彼女はラジウムの発見を （X線の
発見，べクレール ―Antoine Henri Becquerel,：
1852~1908― による放射能現象の発見とならん
で）「今世紀において人類が原子の世紀，科学技
術革命の時代に入り，物質の構造から宇宙，万物
の進化にいたる知識のあらゆる分野におけるもっ
とも偉大な事業を成し遂げることを可能にした
（97ページ）」として称揚し，発見者マリー・キュ
リー (Marie Skłodowska Curie:1867~1934) を「75
年前になされた自らの発見によって，公正な意味
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で原子の世紀と名付けうる，新しい時代の預言者
となった先駆者のことを記憶しておこう（99ペー
ジ）」と称賛している．その際，キュリーの第1
次世界大戦時の活躍を詳細に紹介し，彼女がX線
源ともなるラジウムを疎開させ，何十台もの自動
車にX線装置を積載し，娘イレーヌとともにこの
「レントゲン車」に乗り，前線の負傷兵の診察に
あたったことを特記している．このとき，コズロー
ヴァはそんなキュリーに，放射線をもって人類を
悪性新生物から解放しようとしている自分の姿を
重ねていたのではなかろうか．
コズローヴァが持ち帰った1955年の「放射線影
響国際学術懇談会」のデータは医療関係者の実践
的な関心に迎えられ，啓蒙書にまで活用されるよ
うになっていった．
しかし，コズローヴァ自身は放射線を医療に役
立てることに専ら関心があったうえに，それとも
関連して放射線の危険性についてはこれを楽観視
する傾向にあった．
1957年に都築らから渡されたヒロシマ，ナガサ
キ，ビキニのデータを翻訳・出版したのちは，コ
ズローヴァ自身はそれを自己の研究や啓蒙活動に
直接活かすことなく，もとの放射線療法の研究な
ど，積極的に放射線を診療に活かす分野にもどっ
ていった29．その後も彼女は活発な執筆活動を続
けたが，原水爆の被害や放射線病に関して何か言
及するということはなかった．都築の「何よりの
おもてなし」はそれを手渡されたコズローヴァに
は，一刻も早く脇に追いやってしまいたい余計で，
厄介な仕事のタネ，言わば，“ありがた迷惑”な
しろものであったに違いない．そのロシア語版刊
行後，彼女がそのことに何か言及した形跡はまっ
たく残されていない．
コズローヴァがながく編集委員，編集長として
関係していた雑誌『医療放射線学 (Медицинская 
радиология)』では，彼女の60歳，70歳を祝う祝
賀記事と1980年に彼女が死去したときに追悼記
事が掲載されている30が，そのいずれにもヒロシ
マ，ナガサキ，ビキニのデータと彼女の関わり，
あるいはそれどころか，彼女の来日の事実にさえ
言及がない．しかし，唯一，彼女の死後20数年を
経て，件の雑誌の後継誌に掲載された彼女の生誕
100周年記念記事に若干の言及がある31．そこに
は，彼女がソ連を代表してヒロシマ，ナガサキの
被爆状況調査に派遣されたこと，両都市で犠牲者
に花輪を捧げた折，花輪のテープに「こんな過ち
は繰返されてはならない」と書き付けたこと，慢
性放射線病に苦しむ日本の住民に援助を続けたこ
と（日ソ親善協会の理事になった）が記されて
いる．この事実が，ソ連が解体し，雑誌名が『医
療放射線学』から『医療放射線学，および放射
線防護 (Медицинская радиология и радиационная 
безопасность) 』に切り替わったあとになって初
めて誌上に現われたことには何か暗示するところ
があるのかもしれない．
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